　　　今月の樹「チャノキ」
　中秋の野山を彩る草本の花は多いが樹木の花は以外に少ない。早秋に咲くハギ、クズは別としてこれに続いて咲くリンボクの花やカゴノキやナワシログミなども花をつけるが、地味であり気付くことなく通り過ぎることが多い。
　こんな中で、近郊の山林などでチヤノキの花に出くわすことが多い。古くから栽培されているため、逸出している例がおおく、特に山里の人家周辺では自然林にも入り込んでいる。また、人家が見られないのにチヤノキが見られることがあるが、かってそこには集落があった証しとされる。
　チャノキに関しては、日本の自生種（ヤマチヤ）とする説もあるが、現在では中国からの帰化植物とする説が定着している。チャノキは学名としては（Camelia sinensis）１種であるが、

大きく分けて中国の四川省～雲南地方原産の中国型とインドのアッサム原産のアッサム型がある。前者は樹高１～２ｍの常緑低木であるが、後者は樹高が８～１５ｍにも達する高木となる。
なお、日本名「チャノキ」は中国語の「茶」を音読したものである。
　チャノキ（ツバキ科ツバキ属）は栽培種では１ｍ以下に刈り込まれるが、野生状態では２ｍに達する例もある。亜熱帯地方の原産の樹木であるため寒さに弱く、国内では宮城県が北限とされる。また、暑さに対しても乾燥した気候には弱く、旱魃で枯れ死することがある。他方、酸性土壌を好む植物であり、土壌の酸性化が進んでいる場合でも耐性は比較的強い。また、本来は陽樹に区分されているが、林床など日射量の少ない環境でも生育できるという、耐陰性にも優れた特性をもっている。
　幹はその株からもよく分岐して株立ち状となる。樹皮は灰白色で平滑で堅い。若い枝では樹皮は淡褐色であるが、次第に灰白色になる。
　葉は互生につき、葉身は長さ５～９㎝、幅２～４㎝の楕円形。先端は鈍いがわずかに尖り、基部はくさび形。縁には波状の細かい鋸歯があ
り、薄い皮質で表面に艶がある。裏面にははじめ長い伏し毛があるが、展開後は無毛となる。
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花は１０～１１月に枝先の葉腋に２～３㎝の白い花が下向きに咲く。ツバキの花に似るが花弁が抱え込むように丸こく開く。花弁は５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～７枚でほぼ円形で先がへこむ。雄しべは多数あり基部でわずかに合着する。雌しべは１本、花柱は上部で3裂する。
　果実は朔果で直径１．５～２㎝で普通は２，３室をもち、それぞれ1個づつ種子を含む。果実の形はこれ等の種子の数だけ外側に膨らみをもつ。熟すと2～3裂し、球形、褐色の種子がのぞく。
　チャノキは大気汚染にも比較的つよく、庭木や生垣に利用されることもあるが、新芽にはカフェイン、カテキン、アミノ酸（テアニン）等が豊富に含まれており、主として飲用（お茶）に栽培され利用されて来ている。もともと、チャノキは奈良時代に中国から薬用として入り利用されたが、鎌倉時代のはじめに栄西が種子を持ち帰ってから、茶の栽培と喫茶の習慣が広がったとされる。
　現在では、茶（お茶っぱ）は色々な加工品として我々の生活に潤いを与えてくれている。お茶は、「緑茶」（茶葉を発酵させないで作ったお茶）、「ウーロン茶」（葉を半発酵させて作ったお茶）、「紅茶」（葉を発酵させて作ったお茶）に大別される。日本茶では主に緑茶が利用されるが、その年の最初の新芽を使用したお茶が「煎茶」（高級品は「玉露」や「抹茶」）であり、夏以降の新芽で作ったものが「番茶」である。番茶を強火で炒ったものが「焙じ茶」である。
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